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．はじめに 

 薬学での ニケー ン の 的は、 で な薬物 のために、 とその に

り う態 と知 、 の にある。 

の ニケー ン が重要 されるようになったのは、1990 年後 になってからの

ことであり、それは 学 において が 前 に導 された時期でもある。 と

が めて するところから が まるとするならば、 の な を くための

ニケー ン・ス ルが めて重要であることは らかである。 に日本では、 ニケー

ンには 語 の や 、 の を ことを重 して、 語化せずとも人の いを す

ることが「 」とされてきた。 時に、 においても、 な 知 と いやりがあれ

ばその いは に じると考 られてきた。 

における ニケー ン・ス ルとは、 から 、その の情報伝 の 力

であると 解されている。 には、 の ニケー ン・ス ルの重要な点は、 の

考 を理解し、 の語りを することを して を することにある 1）。いわ る情報

提供、情報 の日 の ニケー ンとは なり、日 の ニケー ンの 長では

できないのである。 での ニケー ンには、 的な 力が重要であることが

らかになり、 に る前の大学での 前 でも としての ニケー ン・ス

ルの が求められるようになったのである。 

 本学の 前 （ 下、 ）では、 ・調 薬 ・薬 ・在 の 4 の 6 にわ

たって Simulated Patient（ 下、SP）を導 している。ここでいう SP は、 に

いて を じ、 に の や ちを ー することに力点を いており、本学

の「東 薬 大学 」で、 の と じような や を するために一

の を けた一般の である。 

学生は、SP との 数を重ねる に による ニケー ン・ス ルの 上が図れ

ていることは、 年の 要で報 させていただいた りである 2）。ただし、それでも「 感」「 」

の の が い であった。その要 として、学生の としての 体 の と、

それに う の きの によるものと考 られた。 の や態 が に る

力の大きさを 感し、 の る「 」「 」に くことで、 的に「 感」「 」

の ニケー ン・ス ルが 上することを期待し、学生 士の ール イを に

だ。 

今 、 ニケー ン・ス ルの 上を るとともに、学生 士の ール イと SP 参

の イ ン が及 す について、 の 「4」 の で した。 
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からも、学生 の は、3 年次生までに に体験して り、SP 実 を 4 年次に実

る とで、 り な実 を と で る られ 。 

の を して、学生は患者 な 、 を で 。SP に学生 の

を な 場合、SP との実 ない 、 かっ 。 の とから学生 の

の は、SP 実 以 に る 学生の を る に と られ

る。 

Bruner は、 心について、 そのものに る とも と ている 6）。今 ール

イに用いた は「 」であり、学生の では の に こり得る な では

なく、 としての が としてしまったことが される。 

 Dale の「経 の 」では、学 に った学 の経 が重要でありその でも、体 したも

のの記 は 2 後も 90 存しているという（図 3）7）8）。SP 参 は があるとの報

は数 く、その でも SP からのフ ー ックの の重 が学生に きを るという報 も

ある 9）。 

これらのことから、学生 士の ール イを させるためには、 の とその導 の

イ ン は めて重要であると考 られた。さらに、SP からのフ ー ックが学生に きを

、それが記 に することを考 すると、SP 参 を 4 年 に することで、より

的な を うことができる が考 られた。  
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．  

調査 は 2018 年の薬学 4 年生 399 名とした。 

の「 における 」で学生 が を じる ール イを し、 後に学

生は、 ニケー ン・ス ルに する をルー ック で なった。 

1 ルー は 6 人 とし、薬 、 2 、 、 2 を ーテー ンした。

は、 年 SP が用いたものと に「 」とした（図 1）。 

調査 は「 だしな 」「 の高さ」「 イ ン ク 」「 の大きさ」「 かい」「 」

「 感」の 7 とした。また、 を「4」とした 4 のルー ック を し、

に した学生の を した。学生 士の ール イを する前に SP 参 の

数によって し、 の を した。 

 

．  

学生は、SP と 1 後に学生 士の ール イを した と、2 後に ール イ

を した に かれ、それ れ 133 名と 266 名であった。学生 士の ール イまでの SP 参

の と には がなかった（ 1）。調査した 7 の 「4」に した は

それ れ、「 だしな 」は 72.9 と 63.9 、「 の高さ」は 65.4 と 55.3 、「 イ ン ク 」

は 46.6 と 30.8 、「 の大きさ」は 72.2 と 55.6 、「 い」は 39.9 と 31.6 、「 」

は 34.6 と 25.4 、「 感」は 26.3 と 14.0 となった（図 2）。2 後に 、1 後の

が ての について高い となった。 

 

.考  

大学における ニケー ン には、学生 士の ール イと SP との ニケー

ン がある 3）。学生 士の ール イは、ある における や の を学生

士で うものである。学生にとって、 としての体 を 体 できることが 点であり、「 」

の テ というよりは、 を じることによる学生 の の きが重要 される。

ール イを して「 」を体 することで、 の や態 が る の

力の大きさを 感し、 の る「 」「 」に き、薬 としての知 ・ ・態 を

していくのである。 

一 、SP 参 の 、学生の としての 体 はない わりに、一 の を けた

SP さ による テ と 感がある。また、 ッ ン 後に、SP からフ ー ックされ

ることで、 としての ニケー ン・ス ルを 上することができる 4）5）。 

Bruner は「 の過 」で、「 的な 念や 理を も り し学 」 ラ

が であると提 している 6）。さらにその で デ スについて「より高 な に する

ことを にする、より な の 得からなる」と う 6）。本学の場合も、1 年次には薬学の

概略を学び、3 年次までに 5 つの柱「患者の心を学ぶ」「薬と社会を学ぶ」「薬と生体を学ぶ」「薬物治療と情

報を学ぶ」「実験から学ぶ」を、4 年次以降はそれらを統合して繰り返し学ぶカリキュラムとなっている。この点
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氏名（ ）   （ ） 、60 、  ( ) 

 

  時の （ が まる感じ） 

  

3 月 前から、 を ったり く ったりすると に 和感が 15 してい 

たため、ニ ン 下 の を けていた。その後も を 7 8 する 

と じ が していたが、 下 の 用で 1 に は まっていた。 

7 日前 ン ニに い物に って る 、 号を ろうと ったところ め けられ 

るような の に われ、10 じっとしていたら と がおさまった。 

2 日前も、 の を いで上ったら め けられるような の を た。 

10 じっとしていたら はおさまった。 

1 日 （ 日） 時し、12 誘導 図 査 。 時 図(T 化)・ 

時 図(ST 下)が められたため、 査 的のため となった。 

2 日 （本日） 今日の 前 に、 査を けたところである。 

これから薬 による と 士による 指導の である。  

日の 体  

長 160 、体重 65kg、意 、   130/85mmHg、 数 80/  

日の 体  

     時 95mg/dL、HDL–C 38mg/dL、LDL–C 145mg/dL、TG 108mg/dL、 

AST 20IU/L、ALT 21IU/L、LDH 180IU/L、SCr 0.90mg/dL、BUN 21mg/dL 

  3 年前の で、 を指 された 

     3 月前から  

  ： （62 ）、 （85 で ） 

      ： 在（87 ） 

  ： ール 1 本（350mL） 3  

      ：1 日 10 本 （30 の から） 

     ： っこいものが大 き（から げに ー をかけるのは 高 ） 

薬の 用 ・ ル ー   ク ンな のテー を ったところが くなったことがある 

在 用 の薬   ： ス ス ン ル 2.5mg 

           ：ニ ン 下  （ 下） 

薬   たまに れるものの、きち と 用している 

参薬   ってきていない 

お薬   のため、 参している 

他の ・他   なし（ここの の ） 

在 用 の ン ・   なし 

  にしない 

 

図 1 本 で用いた  
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図 2 7 の  

1  S P 参 の  

 

 
図 3 D ale の経 の  
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